問1 正誤問題

1　黄斑部は中心視力を担う。

2　中心窩では、視細胞の錐体細胞がほとんどである。

3　中心小窩には、網膜神経節細胞層がない。

4　眼動脈は内頸動脈から分枝する最初の動脈である。

5　脈絡膜を栄養する動脈は前毛様体動脈、中毛様体動脈、後毛様体動脈である。

6　網膜中心動脈は視神経の中を通って眼内に入る。
7　網膜は１０層構造であり、最内層は内網状層である。

8　直像鏡で見た眼底像は、倒像鏡で見た眼底像よりも視野が広い。

9　血液網膜柵には、網膜色素上皮が担う外血液網膜柵と、脈絡膜の血管内皮が担う内血液網膜柵がある。

10　網膜静脈閉そく症で起こる黄斑浮腫は、外血液網膜柵の破綻による。

11　網膜中心静脈閉鎖症はし状板部で閉塞により生じる

12　網膜静脈閉塞症は、眼内のVEGFが上昇することで生じる。

13　網膜静脈閉塞症で黄斑浮腫があるとき、抗VEGF抗体が有効である。

14　中心性漿液性網脈絡膜症は、内血液網膜柵の異常により生じる。

15　過齢黄斑変性では、中心暗点および中心フリッカー値の低下を生じる。
16　網膜色素線条症は血管新生黄斑症の一つである。

17　光線力学療法はレーザーによる熱凝固による治療である。
18　VEGFに対するDNAアプタマーを現在、加齢黄斑変性の治療として使用している。

19　硝子体を構成するコラーゲンはⅠ型コラーゲンである。

20　加齢による硝子体虚脱に伴う牽引により黄斑上膜が発生する。

21　硝子体虚脱があると網膜剥離の進行が早い。

22　裂孔原生網膜剥離の発生率は人口の0.2％である。
23　網膜剥離の手術には、強膜バックリング手術と硝子体手術がある。

24　硝子体手術を行うと、術後に白内障が進行する。

25　糖尿病網膜症の硝子体出血原因は病的血管新生である。
26　加齢生黄斑変性は硝子体出血が原因である○か×か??
27　硝子体出血がある場合は、超音波Aモードが診断に有用である。
28　糖尿病黄斑浮腫は薬物治療の他に硝子体切除が有用である。(記憶が曖昧です)

29　未熟児網膜症は脈絡膜の血管の未発達が原因である。

30　未熟児網膜症の治療の第一選択はレーザー光凝固である。

問2　正しいものを選べ。

a.弱視治療のタイムリミットは８歳頃までであり、低年齢ほど治療効果が高い。

b.3歳時検診には視力検査が導入されている。

c.人見知りが始まる生後8ヶ月頃の児の視力は1.0はあると考えられる。

d.屈折異常弱視は中等度以上の遠視があると発生しやすいが、近視が中等度でも

弱視になることはまれである。

e.立体視は1歳6ヶ月までに斜視などで眼位の平行性が保たれないと獲得が非常に

困難とされる。
問3　8ヶ月の男児。右目に先天白内障がある右目を隠しても泣かないが、左目を隠すとなく。斜視の合併は見られない。全身精査では異常は見られなかった。もっとも適切な処置はどれか。一つ選べ。

a. 速やかに白内障手術を行い屈折矯正と健眼遮蔽をする。

b. 乳児用の眼鏡を兼用し屈折矯正と健眼遮蔽をする。

c. 乳児なので、視力が測れるようになってから治療方針を決める。

d. 6歳以降に白内障手術を行い、眼内レンズ挿入と健眼遮蔽をする。

e. 内斜視などほかの症状を合併し始めたら、速やかに白内障手術を行う。

問6　鼻涙管閉塞に関係するものを選べ。

a.流涙

b.涙三角の減少

c.涙嚢炎

d.通水検査

e.涙嚢鼻腔複合術

問７　網膜芽細胞腫について正しいのはどれか？

ａ，ほとんど生後２年以内に出現する。

ｂ，初発症状には白色瞳孔、斜視などがある。

ｃ，ミトコンドリア遺伝子が発症に関与する。

ｄ，抗癌剤の化学療法がおこなわれる。

問8　水晶体偏位をきたす疾患は？

ａ 筋緊張性ジストロフィー

ｂ ガラクトース血症

ｃ ホモシスチン尿症

ｄ マルファン症候群

ｅ ダウン症

問9　白内障の手術について正しいの２つ
①超音波乳化吸引術では小切開が可能であり、術後炎症が少ない
②水晶体嚢内手術は眼内レンズを水晶体嚢内に固定できる
③現在、一般に使われている眼内レンズは調節機能に優れている
④術後眼内炎は２００人に１人である
⑤後発白内障では、術後に水晶体上皮の増殖により後嚢に混濁をきたす
問10　水晶体の働きで正しいものを３つ答えなさい。
a. 紫外線を吸収する。

b. 角膜以上の屈折力を持つ。

c. 年齢とともに調節力が低下する。

d. 加齢性変化は水晶体皮質が硬化する。

e. 毛様体小体により保持されている。

問11　ぶどう膜とは（）（）（）の三つの組織からなる。

問12　次の中で原田病に関係の深いものはどれか。

a.肉芽腫性ぶどう膜炎

b.前房蓄膿

c.雪玉状硝子体混濁

d.網膜出血

e.髄液細胞増多

問13　下の内眼筋のなかで副交感神経に支配されているものはどれか。

①輪状筋

②放射状筋

③縦走筋

④瞳孔散大筋

⑤瞳孔括約筋

問14　癌患者の一部に眼球への腫瘍転移は（a）、網膜視覚系の障害呈するものをCARという。CARを引き起こす癌の原発病巣として（b）が最も多く、次いで消化器系及び婦人科系の癌頻度が多い。臨床的に（c）に似た症状を呈する。また、？発の癌が臨床的に検出される（d）に網膜症が発見されるのがほとんどであり、（e）のない比較的（f）な者に後天的に（g）様の症状や鑑定所見を認めた場合CARを疑う必要がある。

問15　水晶体偏位に知的障害の伴うものはどれか？（一つ）
a.ムコ多糖症

b.マルケサニ症候群

c.ホモシスチン尿症

d.マルファン症候群

e.エーラース・ダンロス症候群

問16　点眼薬の使用法・眼内移行について正しいものを選べ。

a)点眼後は静かに閉瞼し、涙嚢部を圧迫する。

b)眼内に移行する薬剤の多くは、強膜を透過してはいる。

c)同一濃度の薬剤を一度に多量に点眼すると効果は有意に高まる。

d)複数の点眼薬を併用するときは、５分間を開けてから点

眼する。

問17　正しい組み合わせは？

a真菌性眼炎‐ミコナゾール

b梅毒性網膜炎‐ベニシリン系抗生物質

Cサイトメガロウィルス‐アシクロビル

dトキソプラズマ‐アセチルスピラマイシン

e栄養欠乏性、中毒性視神経症‐副腎皮質ステロイド
問18　網膜、視神経障害を生じる薬物はどれか(一つとは限らない)

a、イソニアジド

b、エタンブトール

c、インターフェロン

d、ペニシリン系抗生物質

e、ヒドロキシクロロキン

問19　動顔神経麻痺でみられるのはどれか （１つとは限らない）

a.複視

b.斜視

c.眼瞼下垂

d.瞳孔縮瞳

e.外転障害

問20　次の括弧を埋めよ。

対光反射経路・・視神経→視神経交叉→視索→（a）→（b）→（c）→（d）→瞳孔括約筋

問21　次の病気と臨床特徴・検査所見の正しい組み合わせはどれか（１つとは限らない）

a.視神経乳頭炎・・・・・・中心暗転

b.虚血性視神経症・・・・・水平半盲

c.虚血性視神経症・・・・・中・高齢者に多い

d.視神経乳頭炎・・・・・・眼球？対症がみられる

e.レーベル視神経症・・・・視神経乳頭の過？が認められる

問22　緑内障で正しいものを選べ

a.眼圧が正常値（mmHg）以上になることにより視神経が障害される病態である

b.初期より中心視野が障害される

c.糖尿病に合併する血管新生緑内障が最も多い

d.加齢に伴い有病率が増加する。

問23　82歳女性。昨晩より頭痛、吐き気有り、本日右目霧視を訴え来院。

　　　対光反応は消失、右眼圧は55mmHg。糖尿病なし、血圧正常。（前眼部写真くもっている。）治療における第一選択として考えられるものはどれか？

a. 線維柱帯切除術

b. 線維柱帯切開術

c. 虹彩切除術

d. レーザー隅角形成術

問24　緑内障治療について正しいと思われる選択肢を二つ挙げよ。

a. 線維柱帯切開術は術後ろ過胞（bleb）を形成するため、術後ろ過胞感染に注意が必要である。
b. 開放隅角緑内障では視神経障害の進行を抑制するため、初期より眼圧下降効果の高い手術を選択する。

c. 急性閉塞隅角緑内障では治療として白内障手術を選択する場合もある。

d. 血管新生緑内障では眼圧上昇は軽度で、点眼治療で眼圧コントロールできるものが多い。

問25　正しいものを選べ。

a. 老眼は遠視が強いほど進行が早い。

b. 急性閉塞隅角緑内障は近視が強いほど起こりやすい。

c. 軸性近視は学童期であれば調節指導により治癒する。

d. 近視はより遠方にピントを合わせるためには毛様体輪状筋を弛緩させる必要がある。

問26　白内障手術後人工水晶体眼で無限遠点で最も焦点の会うものは??

近視?遠視?正視?乱視?
問27　下図は調節力の加齢性変化を示したグラフの一例である。等価球面値が０Dの場合、近点が60歳でどのようになるか類推せよ。
a. 約20cm

b. 約40cm

c. 約50cm

d. 約1m

e. 約4m

問28　下図の図(網膜色素変性症？)に関して正しいのはどれか。

a.黄斑浮腫が生じる。
b.青年期に失明するので、生活指導をする(？)

c.遺伝するので子供を盲学校に通わせる。

d.初期に色覚異常が生じる。

問29　遺伝形式で正しいものを選べ

a)コロイデレミアー　－　常染色体優性遺伝
b)Stargardt病　－　伴性遺伝

c)卵黄様黄斑変性症　－　常染色体劣性遺伝

d)家族性ドルーゼン　－　常染色体優性遺伝

問30　ERG(網膜電図)について誤っているものをえらべ

a.a波は視細胞由来の陰性波である。

b.b波はMuller細胞由来の陽性波である。

c.フリッカーERGとは30Hzのフリッカー光を用いて、杆体細胞の反応を分析記録し

たものである。

d.網膜中心動脈閉塞症の場合、b波の消えたnegative～(陰性波)を表す。

問31　アルカリと酸で重症化しやすいのは(ａ)で、最初に必要な処置は(ｂ)。

非外傷で緊急なのは網膜(ｃ)閉塞症、急性(ｄ)発作である。

眼窩壁骨折で手術を考える判断材料は(ｅ)の有無あるいは程度である。

問32　眼内異物を疑ったとき、ＭＲＩは禁忌である。その理由は？

問33　①写真を見てどの手術か選ぶ(多分全層角膜手術)

②その手術はどのくらい前に成功したか

問34　①（写真を見て）角膜のどの層か？

②写真の層について正しいものを選べ

a生涯にわたり分裂、増殖を繰り返す

b角膜の厚みを保つ

c白内障手術の際に除去する

d四角形の形状

e年齢とともに形状は小さくなる

問35　壊死性強膜炎の写真

ａ．緑内障による感染をしている

ｂ．慢性関節リュウマチが多い

ｃ．ただちに角膜移植が必要

ｄ．抗癌剤の全身投与

ｅ．眼球の穿孔を生じることあり

問36　単純ヘルペス角膜炎の写真

この角膜疾患は何か。

a)角膜ヘルペス

b)細菌性角膜潰瘍

c)アカントアメーバー角膜炎

d)外傷による角膜穿孔

e)フックス角膜ジストロフィ

（番号は忘れました…
癌患者の一部に眼球への腫瘍転移は（ａ）、網膜視覚系の障害を呈する網膜関連網膜症（ＣAR）という。ＣＡＲを引き起こす癌の原発病として、（　ｂ　）が最も多く、次いで消化器系および婦人科系の癌頻度が多い。

臨床的に、（　ｃ　）に似た症状を呈する。また、原発の癌が臨床的に検出される（　ｄ　）に網膜症が発見される場合がほとんどであり、（　ｅ　）のない比較的（　ｆ　）な者に後天的な（　ｇ　）様の症状が眼底所見を認めた場合は、ＣＡＲを疑う必要がある。
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上の問題の次の問題です）

水晶体偏位に知能障害を伴う疾患はどれか。（１つ選べ）

ａ）ムコ多糖症

ｂ）マルケサニ症候群

ｃ）ホモシスチン尿症

ｄ）マルファン症候群

ｅ）Ｅｈｌｅｒｓ－Ｄａｎｌｏｓ症候群

